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蔵書数
34349冊

(2009年9月末)
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規模：中学16高校30クラス 生徒数総計1920名

職員：専任司書教諭 専任司書 非常勤司書 各1名

座席：20席総合学習室(48席)を併設

授業利用：中学１～３年総合学習 週1時間
高校２～３年探究科 週２時間

美術，情報，高校総合学習ゼミ等

年間約500時間
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図書館システム「ライブマックス」

書誌データ「TOOLi-S」

主体的な学習を実現する授業

中学総合学習

中１「人物調べ」「ポップづくり」

中２「ブックガイドづくり」「ブックレットづくり」

中3「卒業研究」

高校探究科

高2「言語技術…小論文づくり」
高3「タラントン…卒業論文」
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図
書
館

学びへの援助

賜物を生かす
論文作成

生 徒

主体的な

学び

援 助

学び方教育

読書教育

言語技術教育
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蔵書づくり



蔵書づくりの目標

「ワン・キーワード，3冊 」
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蔵書づくりの基本

・要求を知り，良書で答える。

・「生徒が役に立つ」と評価した本が

役に立つ。

捨てる・別置する
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ブック（オフ）ハンティング

公共図書館を頼りにする



図書館をアピールする

書店との連携



先生のコレクションを展示

活動報告（年報）



18

まとめ～学びを支える図書館づくり～

・図書館を授業で使う

→生徒が主導権（イニシアチブ）を持つ学び

• 蔵書づくり
→生徒の要求を知り，良書で答える。

• アピール
→知られてこその図書館。広報の力。


